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事業概要 

▶ジェンダー研究所概要───────────────────────

学際的・先駆的なジェンダー研究と教育を推進する国際的な学術拠点 

お茶の水女子大学ジェンダー研究所は、学際的かͯ先ۨ的なジェンダー研究とऑघ研究者育成を推
進する国際的な学術拠点である。そのًݱは、1975 年にお茶の水女子大学にઅされた「女性ชԿ資
ྋؙ」という研究ؽ関である。ジェンダーΏフェミωθムという言ཁがҲൢ的にはસくஎられていな
かった時େから、ྼେの所研究者たͬはジェンダー研究にखりૌみ、学内外・国内外の研究者らと
的に研究交流を続けてきた。これら先ਕの研究者たͬがകってきたジェンダー研究の成果と国際的なۅ
学術ネットワークをેに、ࡑݳ、ジェンダー研究所では、高水準の国際的研究プロジェクトの実施、国
際シンポジウム等の開催、ऑघ研究者の育成、学術雑誌『ジェンダー研究』のฦ集・刊行、研究教育
成果のグローώルな発信と社会還元を推進している。 

［参照：本報告書 103 頁 資料⑦「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」］

ジェンダー研究所（Institute for Gender Studies（IGS））の沿革と本学ジェンダー研究教育の動き 

1875 東京女子師範学校（お茶の水女子大学の前身）開校 

1949 お茶の水女子大学設立 

1975 女性文化資料館設立 

1986 女性文化研究センター設立 

1993 大学院人間文化研究科博士後期課程人間発達学専攻「女性学講座」を創設 

1996 ジェンダー研究センター（IGS）設立（国内大学初の「ジェンダー研究」を目的とする研究施設） 

1997 大学院人間文化研究科博士前期課程発達社会科学専攻「開発・ジェンダー論コース」設置 

1998 大学院人間文化研究科博士後期課程「女性学講座」を人間発達科学専攻「ジェンダー論講座」に改組 

2003 21 世紀 COEプログラム「ジェンダー研究のフロンティア（F-GENS）」採択 

2004 国立大学法人 お茶の水女子大学設立 

2005 大学院人間文化研究科博士後期課程「ジェンダー学際研究専攻」設置 

2006 大学院人間文化研究科博士前期課程「ジェンダー社会科学専攻」設置 

2007 大学院人間文化研究科を人間文化創成科学研究科に改組 

2015 グローバル女性リーダー育成研究機構 ジェンダー研究所設立 
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ジェンダー研究所事業報告書 

▶ジェンダー研究所 2023年度事業概要────────────

䠍䠍．．  ◊✲䝥䝻ジ䜵䜽ト 

2023 年度ͺ IGS 研究ϕϫジェέφͳ͢ͱ所研究ंͨΗͩΗ͗Όͱ͏Ζڠಋ研究ʀݺਕ研究͗ 7
݇ɼ研究େනंΉͪͺ୴ंͳ͢ͱՌ研ඇΝ֭ಚ͢ͱ研究ϕϫジェέφ͗ 7 ݇ɼͨ͢ͱքঁۜ
ͶΓΖϕϫジェέφ 2 ݇ɼܯ 16 ݇ϕϫジェέφ͗ΌΔΗͪɽIGS 所研究ंΔͺɼ研究ճΏιϝ
ψーɼࡏࠅεンϛジΤϞΝةժͪ͢࠷Ά͖ɼָճනΏช౦ߚɼॽߨקɼָढ़ࢿʲジェンダー研
究ʳฦॄߨקͶΓΕՎ৶ͶΌͪɽ［参照：本報告書 13 頁 「研究䝥䝻ジェ䜽䝖」䚸59 頁 「学⾡ᡂᯝのⓎಙ」］

1）IGS ◊✲䝥䝻ジ䜵䜽ト

䝥䝻ジ䜵䜽トྡ ᢸᙜ 

1 「ᮾ䜰ジ䜰䛻お䛡䜛ジェンダー䛸ᨻ」研究 ⏦

2 ᮾࡢࢪ㉺ቃⓗዪᛶ㐠ື 大ᶫ

3 ㈨ᮏ㌟య࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡢศᯒ 大ᶫ䞉㊊立䞉ᯈ

4 ᛶ࣭㌟య࣭⏕⏘㡿ᇦ࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡿࡅ࠾ศᯒ ᕌ本

5 බᐖ/⎔ቃ㐠ືྐ࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡿࡅ࠾ศᯒ ᕌ本

本ᒣ ࣮ࢲ࢙ࣥࢪࡿࡅ࠾ᵓ⠏ࡢᅜᐙኚᐜࡢࢫࣥࢼࣂ࣭࢞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ 6

7 ᩥᏛ࣭ⱁ⾡ᩥ⾲㇟࣮ࢲ࢙ࣥࢪ ᡞ㇂

2）እ㒊㈨㔠䛻䜘䜛◊✲䝥䝻ジ䜵䜽ト

㈈※ 䝔ー䝬䛺䛹 ᢸᙜ 

1 ⛉研㈝ᇶ┙ B
ㄢ㢟␒ྕ：23H03654 
䝣ェ䝭䝙䝈䝮⌮ㄽ䛻䜘䜛᪂䛯䛺国ᐙㄽのᵓ⠏：䜿䜰概ᛕ䛸Ᏻಖ㞀概ᛕのᵓ

䛛䜙［研究௦⾲⪅：ᒸ㔝ඵ௦䠄ྠᚿ♫大学䠅］ 䠄2023ࠥ2026 ᖺᗘ） 

⏦

本ᒣ 

2 ⛉研㈝ᇶ┙ B 
ㄢ㢟␒ྕ：23H00888 
᪥本䛻お䛡䜛⛣ఫ女ᛶᐙ事䞉䜿䜰ປാ⪅のປാ≧ἣ䛸యᛶ䛻㛵䛩䜛Ⓨᒎⓗ研

究［研究௦⾲⪅：ᐃᯇᩥ䠄ᜨἨ女学ᅬ大学䠅］ 䠄2023ࠥ2025 ᖺᗘ） 

大ᶫ

ᖹ㔝

3 ⛉研㈝ᇶ┙ B 
ㄢ㢟␒ྕ：20H01468 
᪂⯆䜰ジ䜰䛻お䛡䜛 IT-BPO の国㝿ศ業のᡂ立䛸ジェンダー 
［研究௦⾲⪅：ᇼⰾᯞ䠄᪩✄⏣大学䠅］ 䠄2020ࠥ2023 ᖺᗘ䠅 

大ᶫ

㊊立

4 
⛉研㈝䠄国㝿ඹ

ྠ研究ᙉ B䠅 

ㄢ㢟␒ྕ：21KK0033 
人Ẹබ♫ᮇの୰国㎰ᮧ䛻お䛡䜛⏕ά⛛ᗎのኚ䛸ジェンダー

［研究௦⾲⪅：ᇼཱྀṇ䠄大㜰බ立大学䠅］ 䠄2021䡚2024 ᖺᗘ䠅 
大ᶫ

5 ⛉研㈝ᇶ┙ C 
ㄢ㢟␒ྕ：19K12603 
㤶 䛻お䛡䜛⛣ఫ女ᛶの⏕⏘ປാຊ㓄⨨：「䜾䝻ー䝞䝹䞉䝅䝔䜱」のジェンダー

ศᯒ 䠄2019䡚2023 ᖺᗘ䠅 
大ᶫ

6 ⛉研㈝ᇶ┙ C 
ㄢ㢟␒ྕ：23K11676 
「䛛䜙䜖䛝䛥䜣」䛻䜏䜛ᛶ䞉⛣ື䞉⏕⏘㡿ᇦ 䠄2023ࠥ2025 ᖺᗘ䠅 ᕌ本

7 
⛉研㈝ⱝᡭ研

究

ㄢ㢟␒ྕ：23K17134 
᪥本䛻䜘䜛ぶジェンダーእのᒎ㛤：Ᏻಖ㞀䚸䜺䝞䝘ン䝇䚸᳜Ẹᆅ⩏どⅬ䛛

䜙のศᯒ 䠄2023ࠥ2027 ᖺᗘ䠅 
本ᒣ

3）ᾏእのຓᡂ㔠䛻䜘䜛䝥䝻ジ䜵䜽ト

䐟䝜䝹䜴ェー䝸䝃ー䝏䜹䜴ン䝅䝹 INTPART䠄ᡞ㇂䞉ᑠ⋢䞉Ἴ䞉బ㔝䠅2019䠄H31䠅䡚2023䠄R5䠅
䐠䝜䝹䜴ェー㧗➼ᩍ⫱国㝿㐃ᦠ᥎㐍ᶵ㛵 Diku の UTFORSK䠄ᡞ㇂䠅2021 ᖺ 8 ᭶䡚2025 ᖺ 7 ᭶
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２２．．  国際シンポジウム等の開催 

IGS क࠷εンϛジΤϞΏιϝψーͺɼジェンダー研究所所研究ं͗ɼࣙਐ研究Վͳࡏࠅద͵
ਕຼΝਫ਼͖͢ͱةժ͢ͱ͕Εɼ研究所研究ʀگү事業ͳ༙ؽదͶ࿊͢ܠͱ͏Ζɽ 

2023年度ͺh ήϫーώϩ࣑ιέεϣΠϨτΡͳྙ ΝɦτーϜͶࡏࠅεンϛジΤϞΝ͢࠷
ͪɽܐؖࡏࠅɼชԿਕྪָɼೋ研究ͳ͏͑ҡ͵ΖҮωϣージーϧンχͳೖຌ研究ं͗ౌஅ͢
ͱɼ਼ͤࠫި͗ܐؖྙݘΖద͵ήϫーώϩ࣑Ͷ͕͏ͱɼιέεϣΠϨτΡͳྙΝΌ͛Ζݶ
ઈ͗ʹΓ͑ͶϋεϥンΏਕझڧֆΝ؇ཀྵ͢ɼՊௗΏҡѬकٝΝکԿ͢ͱ͏Ζ͖౾٠ͪ͢ɽ
εンϛジΤϞ಼༲ͺɼ̡ ジェンダー研究ʳ 27 ʤ2024年ߺ ΗΖ͠ࡎܟժͳ͢ͱة༩ఈʥಝॄߨק7݆
༩ఈͲ͍Ζɽ

● 2023 年度 IGS 主催・共催・後援イベント

IGSक࠷ 

国際シンポジウム IGS セミナー（学内限定） IGS セミナー（学内限定） 

ήϫーώϩ࣑ιέεϣΠϨ
τΡͳྙʨຌๅࠄॽ 25 นʩ

φϧンηഋঈΝΕ͓͞ΖΊΞ͵
ϓェϝωθϞʁ࿊ଵͳ͏ࣰ͑ભʨຌ
ๅࠄॽ 28 นʩ

ʰφϧϔϩ࣎େʱͶ͕͜Ζジェンダ
ーཀྵԿ՟ୌʛLennonˏAlsop 
“Gender Theory in Troubled Times”Νಣ
ʛʨຌๅࠄॽ 31 นʩ 

IGS セミナー IGS セミナー IGS セミナー（学内限定） 

ʰકޛ ԯɦೆϓェϝωθϞͶ͕͜Ζh ϙ
ーϞ 概ɦ೨ร༲ͳͨՆʨຌๅ
ॽࠄ 32 นʩ 

ʰφϧϔϩ࣎େʱͶ͕͜Ζジェンダ
ーཀྵԿͳگүʁຌ࣯कٝࠂෲͶ
ॽࠄͱʨຌๅ͜ 34 นʩ 

ϨϕϫダέτΡϔʀジϡητΡηʤʀ
ਫ਼৫ʀ࠸ਫ਼ࢊΝΌ͛Ζऀճਜ਼ٝʥೖຌ
Ͷ͕͜Ζࡨ՟ୌͳঃӣಊʁଦଽࡓʀ
༑ਫ਼ฯޤ๑ΝৼͶʨຌๅࠄॽ 36นʩ 
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͞Ά͖ɼ2023年度Ͷͺ IGSιϝψー6݇ɼ研究ճ 1 ݇Νक͢࠷ɼ࠷ڠεンϛジΤϞʀ研究ճΝ 4݇
ͪ͢࠷ɽ͑ͬ 2024 年 1 ݆Ͷͪ͢࠷ IGS ιϝψーʤ಼ָݸఈʥh ϨϕϫダέτΡϔʀジϡητΡη
ʤʀਫ਼৫ʀ࠸ਫ਼ࢊΝΌ͛Ζऀճਜ਼ٝʥೖຌͶ͕͜Ζࡨ՟ୌͳঃӣಊʁଦଽࡓʀ༑ਫ਼ฯޤ๑Ν
ৼͶʱͺɼ̡ ジェンダー研究ʳ26 ಝॄτーϜΝ͠ΔͶ͚۹ΕԾ͝ͱ٠ͤΖͪΌͶָӅਫ਼ͪͬߺ
͗कରͳ͵ͮͱةժͪ͢Ͳ͍ΖɽΉͪɼಋ͚ͣӅਫ਼͗ৼͳ͵ͮͱ 7݆Ͷ͠࠷Ηͪ IGS ιϝψー
ʤ಼ָݸఈʥh φϧンηഋঈΝΕ͓͞ΖΊΞ͵ϓェϝωθϞʗ࿊ଵͳ͏ࣰ͑ભʗʱΏɼ1 ݆Ͷ
άϨη研究ंΝড͏ͱ͠࠷Ηͪࡏࠅιϝψーʰh φϧϔϩ࣎େʱͶ͕͜ΖジェンダーཀྵԿ
ͳگүʛຌ࣯कٝࠂෲͶ͜ͱʱ͵ʹɼンνーιέεϥψϩ͵ࢻ఼ͶͳͰ͚ϓェϝωηφ研究ʀ
ࣰભΝऀ͚߁ճͳ༙͢ڠ͵͗ΔΌͱ͏͚ͪΌͶɼࠕ年度ଡ͚॑要͵ϗンφΝةժͪ͢࠷ɽ［参

照：本報告書 23 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」］ 

● 2023 年度 IGS 主催・共催・後援イベント

IGSक࠷ IGS࠷ڠ 

IGS セミナー IGS ◊✲ ฟ∧グᛕシンポジウム 

ೖೖຌͶ͕͜Ζφϧンηジェンダࠕ
ー研究ʨຌๅࠄॽ 38นʩ 

IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճʨຌๅࠄॽ
40 นʩ 

ʲΫϡϨΠͶܐؖ༼ޑ͖ͤʳΝಣΞ
Ͳʀ࢘ ʁ͑ジェンダーࢻ఼Ν͚ؑद業ʨຌ
ๅࠄॽ 42นʩ 

IGS࠷ڠ ήϫーώϩঃϨーダーү研究ߑؽक࠷ IGSޛԋ 

IGS 共催◊✲ ዪᛶ学㛗国際シンポジウム ᪥ᮏ䝣䜵ミ䝙䝇ト⤒῭学2023年度 

Ңಊͳジェンダࡏࠅ ジェンダーָճࡏࠅ
ーʤIMAGEʥՌճ 
ʀڈ৪ஏड़ਐҢঃΝৼԿͤ
Ζ༩ࣖద࣑ۯ ʁ࣑ؔద࿊ଵӇ
͠Ηͪકढ़ʨຌๅࠄॽ 43 นʩ 

ΠΩυϝΠͶ͕͜ΖঃϨーダーε
ρϕͳ DEIʁঃָௗ͗ͤࢨ 21 ن
Ͷָٍ͚گүʨຌๅࠄॽ 44นʩ 

ϓェϝωηφָࡃܨͳϫーΩϨτΡʁҢ
ಊࣙ༟ͳਫ਼͘๏ʨຌๅࠄॽ 45นʩ 
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事業概要 

䠏䠏．．  国際◊✲䝛䝑ト䝽ー䜽 

2023 年 3 ݆ 31 ೖ͖Δɼϓϧンηʀϫーθʀύーφϧン͗ࢱೖຌָढ़৾ڷճࠅਕಝพ研究ҽͳ͢
ͱཔೖ͢ɼIGS 研究ྙڢҽͳ͢ͱೖຌͶ͕͜Ζジェンダーଡࣰ༹ସɼͳΕΚ͜φϧンηジェンダー
ݩܨͶͯ͏ͱ研究՟ୌͶखΕૌΞͫɽͨՎͺ 2024年 2݆ 20ೖͶ IGSιϝψーʰࠕೖೖຌͶ
͕͜Ζφϧンηジェンダー研究ʱͶ͕͏ͱๅͪ͢ࠄɽ͞ๅࠄͺଲͲࣰ͠ࢬΗɼ಼ָ͖Δଡ͚研
究ंΏࢤ͗ࢂՅͪ͢ɽ͵ ͕ύーφϧンࢱͺɼόϩΤェーՌָٗढ़ָദغޛ࢞՟ఖࡑ 2019 年
ͶόϩΤェーϨγーοΩΤンεϩ INTPARTϕϫジェέφͶ͕͏ͱ IGSͲ研究ָཻΝ͢ݩܨͱ͕Εɼ
IGSࡏࠅ研究ϋρφϭーέ͵͖ͲқཋదͶ研究ಊΝࣰ݃ͦ͠ͱͪ͘ͳ͏͓Ζɽ 
 Ήͪ 2023 年 8 ݆ 21 ೖ͖ΔɼύϭָϜόΠگߏदϘφϨηʀϓϧϭーθگद͗ IGS 研究ྙڢҽ
ͳ͢ͱࡑͪ͢ɽϓϧϭーθگदͺೖຌިࡏࠅͳジェンダーͶͯ͏ͱ研究՟ୌͶखΕૌΊɼ2024
年 3 ݆ 5 ೖͶࣰ͠ࢬΗͪ IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճͶ͕͏ͱʰDoing Diplomacy: Gender, Hierarchy, and 
Food in US-Japan Relationsʱͳୌ͢ͱๅࠄΝͪͮߨɽ͵͕ϓϧϭーθگदΉͪ 2007年度Ͷ IGS ҽ研ٮ
究ҽͳ͢ͱ଼͢ࡑͱ͏ΖɽࡏࠅదͶ༄ͤΖジェンダー研究ं͗ೖຌͲָढ़研究ΏިླྀͶखΕૌࡏɼ
॑要͵ϋρφϭーέڎ఼ͳ͢ͱ IGS ଚࡑқٝΝͦͣ͠״Ζͳ͏͓Γ͑ɽ 

2023 年 12 ݆ 8 ೖͶͺɼIGS ιέεϣΠϨτΡͳྙʱ࣑͗εンϛジΤϞʰήϫーώϩࡏࠅ
͠࠷ΗɼωϣージーϧンχʀϲΡέφϨΠָΫϡϫϩʀύϨンφンࢥߪڅͳɼೖຌਈރָ
౽ࢢ०گदɼ᪡ָྰࢢװ०گद͗ౌஅ͢ͱๅࠄΝ͏ߨɼਈރָ੪گ܈ࢃदͳͳͶ
 ɽͪͮߨ٠Ν౾͵
͞Ά͖ 2021 年度͖Δཱིޮࡗָຉਜ਼گदͶΓΖڠࡏࠅಋ研究ϕϫジェέφʰਕޮऀغ

ܛ࢛ڰรԿͳジェンダーʱͶଞͶ͕͜Ζਫ਼ࠅ IGS ࢥճՌָӅΏ՜౨ऀࠅՅ͢ɼࢂҽ͗گ
ָ研究ंྙڢͳͳͶڠಋ研究ͶखΕૌΞͲ͏Ζɽ 

［参照：本報告書 23 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」䚸47 頁 「国㝿研究䝛䝑䝖䝽ー䜽」］ 

䠐䠐．．  
ⱝᡭ◊✲⪅の⫱ᡂ 

AIT 䝽ー䜽シ䝵䝑䝥䚸༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ジ䜵ン䝎ー♫⛉学ᑓᨷ・༤ኈ後ᮇㄢ⛬ジ䜵ン䝎ー学際◊✲ᑓᨷのᣦᑟ 

IGS所ಝ͗ࢥߪ୴ͤΖָӅՌʰऀࡏࠅճジェンダーʱͺ IGS گࡏࠅүިླྀϕϫήϧ
ϞʰAIT ϭーέεϥρϕʱҲͲ͍Ζ͗ɼ͞ΗͺνͶ͍ΖΠジΠՌָӅָʤAsia Institute of
Technologyʥͳިغ研रϕϫήϧϞͲ͍ΖɽAIT ͖Δദ࢞غ՟ఖӅਫ਼͗པೖ͢ɼ͕ணӅ
ਫ਼ͳ研究ިླྀΝ͏ߨɼ͕ண͖Δദ࢞غ՟ఖӅਫ਼ͪͬ͗νͶഁ͠ݥΗɼϓΡーϩχϭーέΏɼ
研究ިླྀɼ͢ࠅؾͱ͖Δ AIT ϭーέεϥρϕʀϕϫήϧϞๅࠄճɼๅࠄॽࡠ͵ʹ͗ૌΊࠒΉΗͱ
͏Ζɽ
Ήͪ所گҽࢨͳɼദ࢞غ՟ఖ 6ਕ͗ジェンダーऀճՌָߊΝर྅͢ɼジェンダーָࡏ

研究ߊദغޛ࢞՟ఖ 1 ਕָ͗ҒΝखಚͪ͢ɽ 
［参照：本報告書 53 頁 「ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ」］ 

AIT 䝽ー䜽シ䝵䝑䝥・䝥䝻䜾䝷ム䛷᮶᪥䛧䛯䝍イの䜰ジ䜰ᕤ⛉学㝔

学の㝔⏕䛻䜘䜛◊ಟሗ࿌（2023 年 7 ᭶ 25 ᪥）䚹䛚ⲔのỈዪ

Ꮚ学学㝔䝊ミの୍⎔䛸䛧䛶開催䛥䜜䛯䚹 
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事業概要 

䠏䠏．．  国際◊✲䝛䝑ト䝽ー䜽 
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ͱཔೖ͢ɼIGS 研究ྙڢҽͳ͢ͱೖຌͶ͕͜Ζジェンダーଡࣰ༹ସɼͳΕΚ͜φϧンηジェンダー
ݩܨͶͯ͏ͱ研究՟ୌͶखΕૌΞͫɽͨՎͺ 2024年 2݆ 20ೖͶ IGSιϝψーʰࠕೖೖຌͶ
͕͜Ζφϧンηジェンダー研究ʱͶ͕͏ͱๅͪ͢ࠄɽ͞ๅࠄͺଲͲࣰ͠ࢬΗɼ಼ָ͖Δଡ͚研
究ंΏࢤ͗ࢂՅͪ͢ɽ͵ ͕ύーφϧンࢱͺɼόϩΤェーՌָٗढ़ָദغޛ࢞՟ఖࡑ 2019 年
ͶόϩΤェーϨγーοΩΤンεϩ INTPARTϕϫジェέφͶ͕͏ͱ IGSͲ研究ָཻΝ͢ݩܨͱ͕Εɼ
IGSࡏࠅ研究ϋρφϭーέ͵͖ͲқཋదͶ研究ಊΝࣰ݃ͦ͠ͱͪ͘ͳ͏͓Ζɽ 
 Ήͪ 2023 年 8 ݆ 21 ೖ͖ΔɼύϭָϜόΠگߏदϘφϨηʀϓϧϭーθگद͗ IGS 研究ྙڢҽ
ͳ͢ͱࡑͪ͢ɽϓϧϭーθگदͺೖຌިࡏࠅͳジェンダーͶͯ͏ͱ研究՟ୌͶखΕૌΊɼ2024
年 3 ݆ 5 ೖͶࣰ͠ࢬΗͪ IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճͶ͕͏ͱʰDoing Diplomacy: Gender, Hierarchy, and 
Food in US-Japan Relationsʱͳୌ͢ͱๅࠄΝͪͮߨɽ͵͕ϓϧϭーθگदΉͪ 2007年度Ͷ IGS ҽ研ٮ
究ҽͳ͢ͱ଼͢ࡑͱ͏ΖɽࡏࠅదͶ༄ͤΖジェンダー研究ं͗ೖຌͲָढ़研究ΏިླྀͶखΕૌࡏɼ
॑要͵ϋρφϭーέڎ఼ͳ͢ͱ IGS ଚࡑқٝΝͦͣ͠״Ζͳ͏͓Γ͑ɽ 

2023 年 12 ݆ 8 ೖͶͺɼIGS ιέεϣΠϨτΡͳྙʱ࣑͗εンϛジΤϞʰήϫーώϩࡏࠅ
͠࠷ΗɼωϣージーϧンχʀϲΡέφϨΠָΫϡϫϩʀύϨンφンࢥߪڅͳɼೖຌਈރָ
౽ࢢ०گदɼ᪡ָྰࢢװ०گद͗ౌஅ͢ͱๅࠄΝ͏ߨɼਈރָ੪گ܈ࢃदͳͳͶ
 ɽͪͮߨ٠Ν౾͵
͞Ά͖ 2021 年度͖Δཱིޮࡗָຉਜ਼گदͶΓΖڠࡏࠅಋ研究ϕϫジェέφʰਕޮऀغ

ܛ࢛ڰรԿͳジェンダーʱͶଞͶ͕͜Ζਫ਼ࠅ IGS ࢥճՌָӅΏ՜౨ऀࠅՅ͢ɼࢂҽ͗گ
ָ研究ंྙڢͳͳͶڠಋ研究ͶखΕૌΞͲ͏Ζɽ 

［参照：本報告書 23 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」䚸47 頁 「国㝿研究䝛䝑䝖䝽ー䜽」］ 
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Technologyʥͳިغ研रϕϫήϧϞͲ͍ΖɽAIT ͖Δദ࢞غ՟ఖӅਫ਼͗པೖ͢ɼ͕ணӅ
ਫ਼ͳ研究ިླྀΝ͏ߨɼ͕ண͖Δദ࢞غ՟ఖӅਫ਼ͪͬ͗νͶഁ͠ݥΗɼϓΡーϩχϭーέΏɼ
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Ήͪ所گҽࢨͳɼദ࢞غ՟ఖ 6ਕ͗ジェンダーऀճՌָߊΝर྅͢ɼジェンダーָࡏ

研究ߊദغޛ࢞՟ఖ 1 ਕָ͗ҒΝखಚͪ͢ɽ 
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䠑䠑．．  学⾡㞧ㄅ䛄ジ䜵ン䝎ー◊✲䛅ห⾜䛸学⾡ᡂᯝⓎಙ 

国際的学術雑誌『ジェンダー研究』第 26 2023）ߺ 年 7月刊行）は
「リプロダクティブ・ジャスティス：妊娠・中絶・再生産をめぐる社
会正義を切り開く」を特集した。本特集は、2022年 12月に開催した
IGS国際シンポジウムでの議論をもとにしている。特集論ชとして、
Lisa C. Ikemoto ܟの論考「Reproductive Justice in the U.S. After Roe」をࢱ
した。そのほか、同シンポジウムでコϟンテーターとしてౌஅしたࡎ
大ڰ༟ߵ子ࢱ、高谷ࢱ߀、็月理ࢱܛによる、日本におけるリプロダ
クティブ・ライςʙジャスティスӣ動、移े女性にଲする଼ࡑ؇理と
リプロダクティブ・ジャスティス、そしてྼ࢛的にݡた「産主体」
への権力ղ入にͯいて、コϟントを合わͦてࡎܟしている。౦ߚ論ช
にͯいてはݭ正な৻査を௪過した̒本をࡎܟした。またॽ評セクショ
ンでは、ۛ年に刊行されたジェンダー・フェミωθム関࿊ॽの中か
ら 。をखり上げた17
また『ジェンダー研究』第 ຍ༃「ロー判決以後のアϟリカ合़国におけるリプޢ特集論ชの日本ߺ26

ロダクティブ・ジャスティス（性・生৫・再生産をめぐる社会正義）」を、IGS 報告ॽシリーθ（IGS Project
Series）No.27としてウェブޮ開した。［参照：本報告書59頁 「学⾡ᡂᯝのⓎಙ」］

䠒䠒．．  ᩥ⊩㞟・ྐᩱ㟁Ꮚ䚸ウ䜵䝤Ⓨಙ䚸♫㈉⊩ 

ジェンダー研究所では、رଅਦॽ・資ྋの受け入れ、所研究者らのஸॽΏ研究関࿊ਦॽ、主催シン
ポジウム・セミナーおよび『ジェンダー研究』関࿊のॽの߬入を進めている。2023 年度も、例年と同
༹にชݛ・資ྋのफ集を進め、研究ڧの構築にखりૌΞだ。 
またウェブサイトによる報発信も、ジェンダー研究所が力を入れている分である。֦イベントの

事Ҍ内だけでなく、イベント開催後は開催報告の日本ޢおよびӵޢによる発信にもखりૌΞでいる。
また 2023年度は、年度に引き続き、ウェブサイトࡎܟ報の査を行った。ジェンダー研究に関わる
最先の報を、より分かりΏすく、国際的に発信するためのݗ౾と整理を進めている。 
社会߫ݛのでは、上ىのウェブサイトによる発信のほか、国際シンポジウム・セミナーをҲൢޮ開

し、同時௪༃をͯけるなどして成果の還元にめた。また֦所研究者は、報ಕؽ関によるखࡒにԢͣ
ることなどを௪して、߁く間にジェンダーに関わるஎݡを߁めた。［参照：本報告書 65 頁 「ᩥ⊩㞟බ㛤䞉ྐ料

㟁子䞉webⓎಙ」䚸71頁 「♫㈉⊩」］ 

䠓䠓．．  ᵓᡂ䝯ン䝞ー 

教員をめ研究所の中֫となるϟンώーは年度からรԿなく、引き続き研究所の事業にखりૌΞだ。
スタッフにおいてはアカυミック・アシスタントとしてԮԟࢱが新たに着任し、ウェブ関ܐの業務
を୴ったほか、研究協力員として、̒月からはࠦʓਇ理（実践女子大学）教द、フランス・ローθ・
ύートラインࢱ（日本学術৾ڷ会外国ਕ特พ研究員）、̖ 月からはϘトリス・フラワーθ（ύワイ大学マ
ノアߏ）教दがՅわり、セミナー・報告会等で研究所に߫ݛした。［参照：本報告書 103 頁資料⑦「国立大学法

人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」䚸76 頁資料䐟「ᵓᡂ䝯ン䝞ー」］ 
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